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中国地方に釦ける和牛の生産構蓬

島根県下の調査を中心にして
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　（1）本研究の課題

’中国地方は次項でみるように全国的視野においても和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
牛飼養が多く，ことに和牛生産の最も多い地方である。

その生産を主たる目的とした和牛飼養の経営的な解明が

本研究の課題である。和牛が土地，労仇力，資本財等の

生産要素が，具体的にどのような種類で，どのような量

で結合されて生産され，どのような生産成果をあげ，ど

のような経済性をもつているか。またその間において経

営部門間にどのような相互関係が存在し，和牛飼養が農

業経営や農家経済においてどんな地位にあり，和牛飼養

はどんな意味をもつているか。本稿はそのような問に答、

えなげれぱならない。そして最後にそれらの実態究明と’

考察を通じて和牛飼養の経営的改善についても若干の考

察をしたいと考える。

　（2〕中国地方におげる和牛飼牽の重要性

　わが国の農業経営において和牛の飼養は米麦作と同様

に最も普遍的であるといえるであろう。もちろんその和

牛飼養の主目的は役用であるが，なお飼養に伴う厩肥の

生産も重要な目的となつでいる。またそれら和牛飼養の

ための仔牛の生産と販売，仔牛の育成，肉生産のための
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
肥育等和牛飼養の分化が或る程度進んでいる。げれども

わが国農業経営の零紐性と低生産性，さらに和牛の経営

的な性格のために和牛飼養は完全な専門化，または分化

が妨げられて↓・る。かくて和牛飼養は或る程度の分化は

存在するけれども，単一目的で飼われる和牛は殆ど存在

せず「役用と厩肥生産」，r仔牛生産と役用と厩肥生産」，

r肉生産と厩肥生産」，「育成と魔肥生産」等複合的目

的の下に飼養されているのである。もちろん他の家畜に

おいてもその複含性は存在するが，和牛においてその度

合が大ぎいと考えられる。このような複合的目的による

飼養分化は農業経営の立地条件によつて和牛飼養の地域

性を生ぜしめている。これらに関しては他の機会に研究

することとして，わが中因地方の和牛飼養は全国的な仔
　　　　　（3）
牛の生産地帯であり，「仔牛生産と役用と厩肥生産」を

目的としているものが多いのである。これらの事実を続

計数値によつて示すと矛1表の通りである。

　　　　　矛1表地方別和牛飼養の比較
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※　本研究は昭和29隼魔文部省科學割駿軍究費補助金（課題番号4ω7）に

　ょり賓施したものの’部である◎

備考 （1）商晶生産農家％，牛飼養農家数％，役肉牛生
　産率は矛26次（甲24）農林省続計表（昭26．7刊）

　により作成した。

（2）役肉牛生産率＝年間生産頭数ム／8ケ月以上牝

　頭数

13）役肉牛飼養戸数％，農家100戸当役肉牛飼養

　頭数は矛29次（昭27）農林省続計表（昭28．11刊）

　により作成した。

牛飼養頭数の全農家数に対する割合は全国平均32％に対

して，中国地方は52％で最高，近畿以西に多く，東部，

北部地方に少ない。この傾向は役肉牛飼養戸数割合にお
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いても，2頭以上牛飼養戸数割合においても同様で圭

る・また農家100戸当飼養役肉牛頭数年おいて全国平均

41頭であるのに比ぺ，中国地方は68頭で最高であり，上

述と同じ傾向にある。それ故に農家の商晶生産において

も和牛の販売は重要な地位を占めること想像に難くな

い。畜産物販売を主要牧入源とする農家の割合は，単一

商晶生産農家としても，複合商晶生産農家としても全国

平均各1％にすぎないが，中国地方の複合商晶生産農家

割合は3％で最高であり，これは主に和牛の販売による

ものと考えられる。このような和牛販売の中国地方に多

いことは役肉牛の生産率によつて知ることがでぎる。そ

の生産率は全国平均25％であるが，申国地方のそれは59

％で最高である。このように申国地方は役肉牛飼養の最

も高率な地方であることがわかる。

　中国地方はこのように全国で最も和牛飼養が高率であ

るが，申国五県が同様に飼われているのではない。矛2

表はその葦異を説明している。すなわち昭和25年の牛飼

養農家数％は鳥取が最高で，島根は最も少ないが，昭和

27年の役肉牛飼養農家％は鳥取が最高で，ついで島根，

山口に多い。農家100戸当役肉牛飼養頭数，2頭以上牛

矛2表　　中国五県別和牛飼養の比較
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1
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39 54 68

（備考）資料は矛1表一と同樺

飼養農家％，役肉牛生産率，畜産物商晶生産農家％は何

れも鳥取が最高，ついで島根であり，この山陰2県は他

のろ県に比し著しく多い。

　以上のような関帰をさら’に全国都府県別に一覧すると

矛／図の如くである。この図表によると鳥取，島根の2’

県が最も右上方に離れて位置している。すなわち鳥取，

島根両県は全国において和牛の飼養率と仔牛生産率が最

も高いごとを示している。その他申国地方3点，他地方

の諸都府県の傾向については詳述をさげ，図表に譲る。

（3）和牛飼養の最近の傾向

矛1図
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　　　　　　　　　　　（4）
　島根県におげる和牛飼養は大正初期に約8万頭であつ

たものが順次減少し，昭和初期は最も低下し5万頭を割

つている。すなわち昭和農業恐暁頃に．少く，その回復と

共に牛の飼養も漸増したが，太平洋戦争の敗戦後に急減

し，以後再び回復の過程にある。げれども未だ約7万頭

であつて，大正初期の8万頭に及ぱない。飼育戸数の変

遷傾向も犬体飼育頭数の変遷と似ているが，それほど犬

矛2図
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き㈱ヒで鮒戸野数は・大正年代には飼養頭竺牧地のない所では主として経営土地面積・ことに採草

に比し少なく／5万頭位の年が多かつたが，昭和／0年頃　　地，水田面積，畦畔面積等に左右され，入会の放牧地や

から漸増し，ことに昭和23年以後生産数を増加して年2　　採草地のある所においても冬期間の飼料は主に稲藁の生

万頭を越し・生産率向上の傾向にある・その大要は前頁．　産量・すなわち経営水田面積により規帝叫され乱山村に

矛2図の如くセある。　　　　　　　　　　　　　　　　　おいては階段状の耕地が多く畦畔面積も多いが，それら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も耕地面積に正比例的である。これらの関係は島根県下

　　　　　　　和牛飼養と土地面積　　　　　　　　におげるわれわれの調査において次の如く現れている。

　和牛飼養は後述する如く主とレて自給飼料によつて飼　　　すなわち耕作規模別に和牛飼養頭数，田畑面積，採草

われ，春～秋の草生のある間は主に刈草，または放牧に　　地面積，．山林面積等を見ると矛3表の通りである。この

よる食草により，冬期間は主に稲藁や乾草が使われる。　　表において畦畔面積はでていないが，耕地面積の20～ろ0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
これらは何れも土地の生産物である。ぞれ故に和牛飼養　　％は存在するであろうことと，また佐比売，．山口両村で

の能否，または飼養頭数は経営土地面積，入会の採草地　　は三瓶山麓に4村入会ρ約1，500町歩の放牧，採草地が

や放牧地の面積等にまづ制約される。入会の採草地や放　　この表の外に存在することを附記しなげれぱならない。

　　　　　　　　　　　　　　　矛3表　　耕作階層別和牛飼養頭数と土地面積
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ご臓映郊畔耕頼即禅大と比例自守に坪轍
や山林の軍積が広く癒亨ヴ翻牛頭数も増率岬・る

傾向を読みとる1二とがでぎる。しかし養畜規裸は南料関

係を通じて土地面積に規制されるが，その外に土地面積
　　　　　　　　　　（6）
と正比例的な家族労仇カや資本量にも，また耕地面積と

関係する厩肥や畜力利用め需要量にも規制されるのであ

る。さらに島根県安濃郡（現在は大田市に病入されてい

るが・佐比売村のあつた郡であり，有名な；瓶牛の産地）

におげる耕作面積階層別の牛飼養農家割合を1950年農業
　　（7）
セゾナスの繕果から算出すると矛4表の通りである。

　この表によると牛を飼わない農家は3反未満，ろ～5

反の耕作階層に絶対的に多く，1頭飼養農家は5～10

反，10～15反の耕作階層に絶対的に多く，2頭以上飼養

農家は10～15反耕作階層に多くなり，ことに／5反以上耕

作階層において多い。ごのように耕作規模と和牛飼養規

模とは関係が密であり，殆ど5反未満の零細経営では飼

養でぎないことを物語つてい二る・これらの傾向こそ和牛
　　　　　　　　　　　　　　　（8）
飼養の階層性とでも云えるものである。しかしその階層

性は乳牛のそれより遙かに低度のものである。元来和牛

は小農的家畜であり，野草や稲藁の基礎飼料が自給され
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25 

1 08 

50 

6c 

81 

1 50 

1 05 

205 

116 

15 

58 

91 

48 

. J~~f 

595 

7~5 

889 

796 

780 

1 , 031 

857 
1 , 109 

1 ,545 

1 , c69 

689 

9 09 

916 

856 

~;,f~ 

~~r~~ 

15 

5
 

i5 
1
1
 

1
1
 

8
 

4
 

27 

9
 

8
 

6
 

l~{~~:~lj 

~~~~~U 

9
 

57 

- 61 

92 

5c 

51 

71 

109 

1 95 

97 

1 58 

1 82 

225 

1 89 

i~~~~~ 
,_.-'--__/..~:~~~ 

~:/~i 

18 

9
 

42 

17 

22 

16 

6
 

lc 

6
 

2
 
5
 
1
 

5
 

~(~~ 
~~~~: 

56 

58 

51 

67 

48 

50 

45 

29 

28 

52 

i
 

;~~) 4t~: 'J~~f 

54 

15 

42 

29 

1 5c 

1 c4 

21 1 

190 

1 60 

89 
1 52 

148 

26 O 

144 

1 65 

1 95 

229 

198 

~~-'*'~-･~r 

725 

859 

1 , IcO 

986 

940 

1 , 120 

989 

1 ,257 

1 ,605 

1 ,215 

852 
1 . 104 

1 , 145 

1.054 

~~ ~~~~;~ 

(~- FI 
~j~~~'~ 

2.0 

2.5 

5.c 

2.7 

2,6 

5.1 

2.7 

6.4 

4.4 

5.3 

2.5 

5.0 

5.1 

2.9 

L~ ~*~~~ 

rf~l -~~ 

-~l~: 
~~~*~ 

1 .5 

1 .2 

1 .9 

1 .1 

1 .4 

1 .9 

2.1 

1 .5 

1 .5 

1 .7 

1 .9 

2.3 

1 .9 

2.1 
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ている。けれども草刈は飼料としての草のみならず，敷

草として肥料を造るために刈られる草の量が飼養事情に

より異なり，その量の多少により労仇時間が左右され

る。佐比売，山口両村では放牧であるから飼料用草刈は

少なくて足りるが，真夏の舎飼の時に踏ます亨の量は多

いから肥料用草刈は多い。蔵木村では放牧はなく飼料用

草刈は多くを要するが草生が少なく，かつ肥料用刈草は

牛には踏ませず，1直接野外に積み肥とされるから牛用の

草は割合少ない。

　給飼，朝草刈以外g労仇は全労仇の20～30％に当る

が，それらは牛の運動，手入等の管理作業，厩肥出し，

種付や分娩，乾草刈や敷草用乾草刈，検査や診療，放牧

場への出役等の議作業労仇からなる。牛の運動，手入等

の管理は給飼や朝草刈ξ同様に毎目または一定期間おぎ．

に実施する僅少な労仇の集積であり，飼養慣行等により

差異が大き・い。また乾草刈や敷草用乾草刈は’8～9月の

農閑期に行われ，宙が少く，稲わらや畦草の少ない蔵木

村に多い。

　このように和牛飼養労仇は年間に比較的均等に，少し

づつ配分されている・こと，農繁期には放牧に出して飼養

労仇を省くことがでぎること，夏の農閑期には冬期間用

の草刈労仇で相当時間を要すること，毎目の短時間の労

仇は他の農業労仇の余暇や弱少労仇力を利用しうること

．等はまた耕種労仇と異なる重要な特性である。

矛6表　　購入　飼

　以上のような労仇は養畜規模により当然異なり，耕作

規模が大きいほど養畜規模は大ぎいから，耕作規模が大

きいほど養畜労仇は多くなつている。しかし一頭当労仇

は一顕著な傾向は認め難いが，大体において大規模ほど労、

仇が少なくなつていると云える。当然養畜規模が大きい

ほど養畜労伽は1頭当労仇にして節約できるはづである

が，稲わらの自給量に大き’い限度があり，草刈において

も畦畔草生が耕地面積に制限され，衰草地の草刈もまた

多くなるほど遠くへ行かねばならなくなる可静性が大ぎ

い等養畜規模拡大に伴う養畜労仇の節約を妨げる要因が

大ぎくなる。採草地の草生の不良や遠距離が養畜労伽を

多くしており，ひいては養畜労仇の低生産性となる原因

になつている如くであるパ

　　　　　　　和牛飼養⑳費泰財

　　（1）飼　　　料

　購入飼料は主に麩，米糠であり’，その他若干の麦糠，

大豆粕，大豆，麦，稲わら，配合飼料等が用いられてい

る。佐比売では麩が多く。ついで麦であり，購入額は

5，000円足らずである。山口では麩が最も多く，麦糠が

ついで多く，その他とともに計5，000円足らずであり，

蔵木では米糠が最も多く，鑑がついで多く，その他とと

もに計5，000円足らずの購入である。詳細は矛6表の通

りである。

料の　量ユの　価額

、実

物

量

佐

比

売一

山

口

歳

木

5反未満

5～7．5反

7．5～10反

10反以上

平　　均

5反未満

5～7．5反

7．5～10尿

10反以上

平　　均

5反未満

5～10反

10反以上

平　　均

米　糠　　鑑

貫

4
15

35

21

21

2
5

1

31

27

49

60

－41

39

24

38

32

6
15

12

1／

麦　糠

2
2

5
ろ0

7

3

2

1

大豆粕

7

1

10

1

大一豆

　斗

0．1

0．3

0．1

麦

32

2．7

1．6

0．6

2．4

1．0

稲　藁

貫

25

7

63
1
1

21

配　合

12

2

栄養剤

0．5

0．2

0．2

．0．1

合　計
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購

入

価

額

佐

比

売

山

口

蔵

木

5反未満

5～7．5反

7．5～10反

／0反以上

平　　均

5反未満

5～7．5反

7．5～10反

／0反以上

平　　均

5反未満、
5～10反

10反以上

平　　均

円

100

300

80

ろ，685

1．887

2．940

2，666

　348
1．305

3．045

1．827

1，827

2．550

2．600

4．517

4．250

3，573

　625
1．600

1．000

1，169

／50

／50

75

　250
2，45ろ

557

1路

100

78

1．260

　180

1．800

　240

70

210

70

1．600

1．350

　800

　ろ14

1．320

　550

150

40

625
ア2

188

1．500

　200

183

7；

32

10

　348
ろ。125

3．405

4．437

2，952

2．950

5．053

4．800

7．850

4，765

5．123

3，8ア3

5．392

4，661

　自給飼料は種類が多いが主に野草と稲わらであり，そ

の他は殆ど耕種主産物の穀物の一部と副産物の大部分で

ある。野草と稲わら以外では大麦，楳麦，屑米，米糠，

レング，甘藷蔓等が重要である。野草は敷草ともに平均

で佐比売，山口で約3，000貫，蔵木で約2，000貫である。

その外に乾草があるが・その量は佐比売F多く・他の2

矛7表　　自　給一飼

村に少ない。山口，佐比売では放牧が約4月あるから採

草期間は約／00日であるが，その草刈が多いことを知る

ことがでぎる。稲わらは平均600貫内外であつて，反当

120貫の稲わらが生産されるとすると約5反分が牛に使

用される。’

料と自給敷草の量

佐

比

売

山

蔵

木

5反未満

5～7．5反

7．5～10反

10反以上

平　　均

5反未満

5～7．5反

7．5～／0反

10反以上

平　　均

5反未満

5～10反

10反以上

平　　均

自　　　　　　給 飼 料　　　　　　自給薮草

屑米

　斗
2．3

2．4

5．4

6，7

4．2

1．5

2．0

1，9

11．0

3．0

1．0

0．6

0．4

小麦

2．4

2．8

1．7

0．1

0．0

楳麦

0．6

0．6

－0．3

1．0

5．6

8．6

5．ろ

1大麦

4．4

6，8

13．1

6．3

2．5

2，4

26．0

5．0

2．5

0．9

1．8

1．6

1大豆

0二3

0．2

0．2

2．5

0．ろ

0．2

0．6

0．4

1米糠

貫

18

32

23

26

26

13

17

25
1ア

’19

／41

23

35

24

1鑑

1
3
1
6
ろ

1

0

2
2

1

油粕

0．3

0．／

1稲藁1麦程

410

582

764

567

617

560

500

725

780

645

515

630

580

536

8

17

7

2

1
26

34

21

1多ソ基藷

5
4

67

15

2
24

3
27

15

　1

117

25

50

14

34

75

27l
l
l
l

1甘藷

　1

　5

113

17

／3

16

1
1

1豆爽

2
2
9
4
5

1
3
4
5
ろ

6
7
3

6

麟

10

12

33

14

ろ8

26

150

41

18

6

1生草

1．035

2．766

3．028

5．／87

3，106

1．925

2．323

2’03／

2．050

2，030

1．525

1．272

1え372

1，367

乾草生草一 乾草 藁程

1ザ
　　　　貫
381，175

－　　200

1061．068
602．950

611，174

8
3

49

18

　850

　433
1．220

　783

133

111

ろ0

75

180

649

180

3距

85

117

650

150

21

26

134

58

　以上の如き自給飼料と自給敷亨の内野草を除外して

（野草は労仇で評価する）その価額見積は佐比売で平均

絢12，000円，山口平均約14，000円，蔵木平均約15，000円

である。何れも購入飼料費の約3倍である。

　前述の購入飼料と自給の飼料と敷草の合計見積価額は

矛8表の通りであり，各階層平均1戸当1．5～2，0万円で
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ある。勿論耕作規模が大き・いほ一ど養畜規模も大ぎいから

飼料価額見積も大ぎくなる。1頭当飼料価額見積は佐比

売，山口では8，000～9，000円，蔵木村では約14，000円と

なり犬ぎい差異が認められる。何れにせよ和牛飼料は野

草や稲わらが基礎飼料であり粗飼料であるから，その飼

料費は少額で足り，さらに自給割合が大ぎいから購入飼一

料費の支出も少ないのである。

　　　　　矛8表飼料価額見積

佐

此

売

　　　　　自給飼料購入飼料　　　　　敷草価額　　　計
価　　額
　　　　　見　　積

　　　　　　　　円　　　　　　　閂
5反未満　　　　348　　5．676

5～7．5反　　　3．125　　9，659

ア．5～10反　　3，405　．／3．872

／0反以上　　　4．437　　14，840

平均　2．95211，568

山　　5反未満　　　2・950

　　　5～7．5反　　　5．053

　　　7．5～／0反　　　4．800

　　　／0反以上　　　7，850

口平均　4，763
蔵ユ5反未満

　　　5～10反
　　　10反以上

木
　　　平　　均

矛ろ号　　（1955）

佐

此

売

山

　　円
6．024

12，784
　　　　　　口
17．277

19，277
　　　　　　蔵’
14，520

7．900　　　　10．850

7．／16　　　12．／69

14．564　　　　19．364

35．875　　　　43．725

／3．944　　　　18，707

5．123　　　　10，062

ろ，873　　　　17．232

5．392　　　　18．283

4．661　15，644

木

矛9表成牝牛の価額と減価償却

5反未満

5～7．5反

7．5～10反

10反以上

平　　均

5反未満

5～7．5反

7．5～10反

10反以上

平　　均

5反未満

5～10反

10反以上

平　　均

頭数

1．0

1．4

1．2

1．7

1．3

1．2

／．0

1．9

2．5

1．6

1．0

1．0

1．2

1．1

価　額

　　円
60．000

92．000

113．000

118．533

／00，000

15．000

53，ろ33

92．778

170，000

．75，00C

51．250

70．000

86．000

70，315

一頭当
価　額

　　阿
60．000

65．714

94．167

69．608

76，923

（60，000）

　53，333
（56，500）

　68，000
（62，500）

51．250

70．000

71．667

63，922

（註）借入牛は価額；減価償却を見積ら寺。

15．185

21．105

23．675

20，305　　　佐

　　（2〕基礎牝牛の価額と減価償却費

　繁殖用の基礎牝牛は小さい経営では1頭，大ぎい経営

では1～3頭を飼つている。牝牛の見積価額は6～7万

円が普通である。山口では／．6頭の牝牛で多いが，小作

牛の飼養を合むから所有牝牛価額は割安となる。佐比売

では平均13頭で牛価額は最も高い。蔵木では11頭の牝

牛価額が約7万円である。これら基礎牝牛は普通初産直

前において最高価額を示し，仔牛の生産とともに価額は

低下してゆく。その減価額は仔牛の生産に比例して負担

さすこととすると，1戸当佐比売で約4干円，他の2ケ

村で約6千円である。佐比売のこの様な少額は仔牛の生

産を休んで減価を見積らなかつたものが存在するからで

ある。耕作規模別に見れぱ大体規模拡大と共に飼養規模

が大ぎくなるから，それに正此例的に減価償却費も増大

する。（矛9表参照）

　　（3〕畜舎の価額と減価償却費

　畜舎は独立しているものもあるが，多くは納屋の一部

が畜舎にあてられている。佐比売では平均9坪で大ぎい

が・他の2村では5坪内外である。その見積価額は矛10

比

売

山

蔵

木

刺0表　畜舎価額と減価償却

5反未満

ち～7．5反

7．5～10反

／0反以上

平　　均

5反未満

5～7．5反

7．5～10反

／0反以上

平　　均

5反未満

5～10反

10反以上

平　　均

坪数

　踊3．5

8．8

9，0

13．2

9．0

3．3

3．0

6．9

9．0

5．5

3．8

3．9

5．9

4．5

価額見積

　　円
4．100

33．386

22．114

66．099

32，266

14．063

／3．333

36．792

25，000

－24，467

18．0／7

28，％4

35．000

28，151

年減価
償却額．

　j
β，560

2．600

5．100

4，073

1．500

6．000

8．433

9，000’

6，167

4．500

6．429

8．700

6，656

隼減価
償却額

　　円

　500
1．400

1，860，

4．100

1，973

　575
　600
1．544

1．650

1，111

　828
　782
1．625

1，057

表の如く大体3万円内外である。もちろん大き・い耕作階

層に畜舎娃坪も見積価額も大きい。畜舎の減価償却費は

佐比売で約2千円，他の2村で1千円である。耕作階層

別に見ると建坪や建物価額と同じ傾向にあることは云う

までもない。

　　（4）和牛飼養用器具とその費用

　和牛飼養には種々の器具を必要とする。その種類と数
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一g2一 島根農科大学研究報告 矛3号　　（1955）

　　　　　　　和牛飼養の成果　　　　　　　下平均の水田反当米生産量は5俵であるから牛／頭の生

　　（1）仔牛の生産と牛の増殖価額　　　　　　　　　　　産は水田2反分の米生産に相当するわげである。戦後の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（m）
　仔牛の生産は大体3年2頭といわれているが，この調　　仔牛価額は高価であり，ことに政府の有畜農業奨励政策

査では一短期問を見たにすぎないが仔牛生産率は佐比牽55　　によつて一層高騰し，公定米価10俵分以上の高値を示し

％で最低，山口7て％，蔵木85％と大き一い差異がある。1　　たことも多かつた。こめような仔牛生産の宥利性が農家

戸1頭以上の基礎牝牛であるから1戸当生産仔牛は佐比　　の牧入源ξなつたことは当然である。このことは家族樺

売0．73頭，蔵未0．91頭，山口1．13頭となる。何れも村平　　営におげる家族労仇力の有利な換価手段となり，ことに

均では牡より牝がやや多い。耕作階層別に生産率の一定　　農閑期の余剰労仇カや弱少労仇力の利用方法として大き

傾向は認め難いが，1戸生産頭数は大きい階層ほどやや　　い意義をもつたのである。また土地利用の高度化の見地

多くなつている。詳綱は刺3表の通りである、　　　　　　に立てぱ，粗放的利用しか許さない広い林野の野草利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方法として，さらに利用

　　　　　　　　・矛臓仔牛の生産数と牛増殖価額　　　　価値の少ない耕種副幽

＼＼

佐

此

売

山

蔵

木

5反未満

5～7，5反

7．5～10反

10反以上

辛　　均

5反未満

5～7．5反

7．5～10反

10反以上

平’均

5反未満

5～10反

10反以上

平　　均

仔　牛　の　生　産

仔牛生産数
牝

　頭
0，50

0，20

0，40

0，67

0．40

0，50

0．6ア

0，67

1，00

0．ξ7

0，38

0，43

0，70

0．50

牡

　頭

0，60

0，20
0．3ろ

0；33

0，25

0，50

1，50

0．46

ρ．25

0，50

0，40

0．41

計

　頭
0，50

0，80

0，60

1，00

0．73

0，75

0．6ア

／．17

2，50

1．13

0，63

0，93
1，／0

0．91

仔　牛

生産率

％

50

57

50

60

55

ア5

6ア

68

100
7／

63

93

92

85

牛　の　増殖価額一

憤の生産

増殖価額

　　円
8，ア50

19．200

23．600

40．667

23，633

17．125

25．667

37．500

49．／00

3／，247

13．500

20．000

33．920

22，788

成牝牛の

．増殖価額

　　円
5．000

5．000

19．000

13．333

／／，333

1．000

2．333

1．667

15，d00

5，400

2．500

／，200

1，000

計

　　円
13．750

24．200

42．600

54．000

34，％6

18．／25

28．000

39．167

64．／00

34，647

16．000

20．000

35．120

23，7錫

　これらの仔牛は大体半年で市場にだされて販売される

・が，夏以後に生れたものは翌年売られるし，前年夏以後

に生れたものもその翌年販売され，また一部は基礎牝牛

とするため自家に残される。それ故に売買に関係なく任

牛の生産を年増殖価額として評価したのが前掲矛13表で．

ある。また仔牛の生産がなくとも，育成中のもの，妊娠

中のものは増殖を見積つた。この両者の合計増殖評価額

は1戸当で佐比売，山口とも約3．5万円，蔵木は約2．4万．

円にすぎない。何れも耕作規模が大きいほど多額とな

る。またそれらの増殖価額の内仔牛生産による増殖価額

が大部分をしめている。

　元来仔牛の生産と販売は農業経営にとつて重要な牧入

源であり一，家族労仇力の扉傭力である。従来から牝牛1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
頭の価椅は米犯俵の価額に相当するといわれている。県

たる藁程，鮭類，廃物等

の有利な＝利用方法とし

て，価値少ない生産物を

高価な生産物に貴化Ver・
　　　　（13）
ede1m9　するために重、

要な役割を果しているの

一である。しかし和牛の仔

牛生産は立地条件の恵ま

れた乳牛，豚，鶏等g飼

養に比し粗放的な，しか

も牧益のあまり高くない

ものである。

　　（2）和牛の畜カ利用

　和牛の畜力利用日数は

村平均で蔵木で50目，佐

此売で約27目，山口で約

22目である。それらの詳

細は矛14表の通りであ

る。畜カ利用の70％以上

が稲作であり，その他田の裏作や畑の耕起，兼業の賃

耕，運搬等に利用される。稲作の畜力利用は水田の耕

起，砕土，代掻が主であり，その他の利用は殆どない。

それらの作業さえ湿田では充分行われず，佐比売や山口

に畜力利用月数の少ないのはそのためである。他方反対

に山問階段状の田では漏水が多く，砕土，代掻め回数が

多いから・そρ点では畜力利用を多くする。何れにせよ

水田の土地改良の必要性を物語つている。畑作業への畜

力利用はごく少なく，耕起と整地に若干利用される程度

である。

　これらの畜力利用の見積価額は1目を500円（成年男

2人分）とすると矛／4奉の如くである・蔵木では平均

2．5万円で多いが他の2村はその約半額にすぎない。耕

作規模別に見ると当然大きい階層に畜力利用は多く，従
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矛／5表

矛ろ号　　（1955）

和牛飼養の経済性

＼一、糾薯燕爆∵

　　　　　　　　　円　　　　円　　　　　円　　　　　円
佐5反未満／3・7509．3754．50027．625
　　5～7．5反　24．200　9．850　6．250　40，300

比　7．5～／0反42．60016．850　9．440　68．890

　　／0反以上　54．00016．16714．166　84，333
売
　　平均34，％613．3838．66357，0／2

山　5反未満　18・／25　6・000　8・000　32・／25

　　5～7．5反　28．00011．000　7．685　46．685

　　7．5～／0反　39．167　13．600　12．040　　64．807

　　10反以上　64．10011．50018．625　94，225

口平．均34．64710．75010．97056，367

　　■5反未満　16．00018．／50　7．875　42，025
蔵
　　5～10反　20．00025．700　7．985　53．685

　　10反以上　35．12029，50P14．200　78，820

木
　　平均2ろ，78825．0009．90058，688

飼料費

　　円
6．024

／2．784

／7，27ア

／9．277

14，520

10．850

12．169

19．364

43．725

／8，ア07

／5．185

2／，105

23．675

20，305

経　　　　営　　　　費

和牛の
減価償
却　費
　　同

6．560

2．600

5．／00

4，0ア3

／，500

6，000

百，433

9．000

6，／67

4，500

－6，429

ε，700

6，656

畜舎の
減価償
却　費
　　円
　500
1．400

1．860

4．100

1，973

　575
　600
1．544

1．650

／，111

　828
　782
1．625

／，057

器具費
見積額

　円
　757
1．499

1，％2

／，755

1，577

　998
1．501

1．871

2．832

1，702

／，560

／，17／

／，458

1，358

その他
用役費
及負担
　　円
1．385

3．678

2．549

4．723

3，／98

2．864

2．470

3．947

7，ア98

3，879

3，／朽

2．636

5．208

3，585

　計
（経営費）

　　．円
8．666

25．92／

26．248

34．935

25，ろ41

／6．787

22．740

35．159

65．005

31，566

25．186

32．123

40，666

ろ2，961

純

牧

益

　　円
18．956

14．379

42．642

39．398

3／，671

15．338

23．945

29．648

29．220

24，80／

16，839

．21．562

38．／54

25，727

養畜
労仇
時問
数

　時間

　723
　839
1．／00

　986
　940

／，120

　989
／，257

1．605

1，213

　852
1．／04

1．145

1，054

労仇
／時

間当
純牧
益

円

26

17

39

40

34

14

24

24
／8’

20

20

20

33

24

蔵木は各平均約2．5万円にすぎない。その内資本利子を

計算す局と佐比売平均約7千円，山口と蔵木は約5．5千

円であり，土地資本利子は暫くおくも，労仇報酬部分は’

益々少額となる。和牛飼養部門純牧益を労仇時間数で除

し，労仇時問当純牧益を計算すると矛15表の右端の如く

である。これによると佐比売では平均34円で比較的高い

が，山口，蔵木では20円，24円であつて少ない。ごの内

にも資本利手部分約5円が合まれている。これを耕作規

模別に見ると大体大ぎい規模階層に大きい純牧益をしめ

す。このように和牛飼養も経済的に見て低い牧益力しか

もたない。それ故に和牛生産のみに専門化することは困

難なのであつて，畜力利用，厩肥利用をも併せてようや

く日雇賃金程度の純牧益をあげうるに過ぎないのであ

る。

　　　　　　　　結　　　　言

　　（1）農業経営におげる和牛の地位

　山陰地方の農業，ことにその山問地方の農業におげる

主要生産部門は稲作，養牛，製炭である。稲作はそのし

める割合が大きく，稲作農業が根幹となつていること日

本農業の共通性と同様である。山陰の山間農業はその稲

作の外に和牛飼養と製炭が重要な地位を占めている。ヒ

の和牛飼養と製炭は広い林野と交通の不便とに結びつい

ているのである。げれどもこ．の和牛飼養も農業経営にお

ける地位はそれほど大きいものではない。それは矛／6表

が物語つている。労仇におげる和牛飼養の割合は大ざつ

ぱな推定では一あるが約14～16％位であり，農業経営費に

おげる和牛飼養経営費（自給飼料費を含まず）の割合は

村平均で約20～30％であり，農業所得に対する和牛飼養

　　　矛16表　和牛飼養の農家経営における地位

＼

佐

比

売

山

蔵

木

＼
5反未満

5～7．5反

7．5～10反

／0反以上

平　　均

5反未満

5～7．5反

7．5～10反

10反以上

平　　均

5反未満

5～10反

／0反以上

平　　均

全労仇に
対する和
牛飼養労
仇の割合

／6

14

17

12

’14

15

15

17

17

16

1ろ

16

15

15

％

農業経営
費に対す
る和牛飼
養経営費
の割合

10

24

16

27

20

23

38

30
2／

27

．35

27

32

31

農業所得
に対する
和牛飼養
所得の割
合

21

11

2／

22

19

25

24
／5

／0

／6

40・

21

21

23

農家所得
に対する
和牛飼養
所得の割
合

1ろ

7
／8

／5

／5’

10

／2

11

7
10

1／

1
1
13

／2

所得のしめる割合は村平均で／6～23％であり，農家所得

に対する和牛飼養所得の割合は村平均で約10～／5％であ
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　　　る。このように経済の大さからはそれほど大ぎい地位を

　　　もたず，おそらく50％以上の地位をしめるであろう稲作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
　　　部門に比し小さいのである。和牛飼養部門の副業的性格

　　　がこごにある。

　　　　げれども現在の技術殺階において和牛飼養は経営の根

　　　幹たる稲作と密接不可分に結合していることは重要なこ

　　　とである。前述’した如く和牛飼養の副産物たる厩肥は一主

　　　として稲作に利用され，畜力利用も大部分が稲作におい

　　　てなされ，稲作の副産物たる藁は主要な和牛の飼料とな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U7）
　　　る如くである。このような補完的関係は和牛飼養の重要

　　　性を示すものではあるが，和牛飼養の独占的なものでな

　　　く，多くの代替しうるものがあることを知らねぱならな

　　　い。これら稲作との関係は和牛飼養の補完的従厨性とで

　　　も云えるものである。

嬢　　　しかし多分に自給経済を残存している農家経済におい

　　　て，経営や家計における現金支出の必要から，現金の欲

　　　求は大きいがその途が少ないのであつて・牝仔牛が生れ

　　　れぱろ～5万円の現金がまとまつて入るのであ一るから，

　　　仔牛生産による現金牧入の魅力は大き・いであろう。かく

　　　して和牛飼養の農家経済におげる現金牧入におげる地位

　　　と重要性惇農家所得においてしめる地位や重要性よりも

　　　大ぎいであろうことが考えられる。

　　　　　（2）和牛飼養の低牧益性を高める方法

　　　　和牛飼養の経済性は前掲矛15表において見た如く余り

　　　牧益の高い経営部門ではない。それにも拘らず多くの村

　　　村において稲作と緒合して，補完的関係を通じて相互に

　　　援げ合い，農業経営の根幹をなしている。この事実は近

　　　い将来において簡単に改変されるキは考えられないか

　　　ら，和牛飼養の低牧益性はこれを克服して，牧益陸を高

　　　めることが重要な問題となる。牧益性向上の方法は前述

　　　の調査から考えて，大体次のようなごとが必要であろ

　　　う。

　　　la1粗牧益の増大
　　　　（イ）養畜規模の拡大……草生改良等飼料資源の培養

　　　　（口）牛資質の向上……優良華礎牝牡牛の導入，飼養技

　　　　　　　術の向上一・仔牛の単価を高めること。

　　　　り　畜力利用の強化……畜力作業体系の確立と畜力利

　　　　　　　用技術の向上……畜力利用目数の増大

　　　　H　仔牛生産率の向上……飼養管理技術の向上

　　　　㈲　厩肥；牛尿の完全利用……厩肥，牛尿の管理と施

　　　　　　　用の合理化　　肥料分の合理的利用

　　　　h　牛取引の合理化……中問搾取の排除，合理的取引

　　　　　　　による公正価格の実現化

　　　1b〕費用の節約……主に労仇と飼料費の節約

　　　　（イ）草生の改良……畦畔，採草地等の草生量の増加と

　　　　質の改善，草種改良，土壌改良，施肥等

　（口）採草地を便利な場所への移転・・…・労仇の節約

　り　放牧地の設置……飼養労仇の節約と牛資質の■向上

　H　購入飼料の節約……草生改良，飼料作の導入，ナ

　　　　イロの設置

　以上の如ぎ諾方法により和牛飼養の合理化，牧益の増

大が必要であるが，その基礎は経営者の畜産技術と経済

的な考え方の向上である、和牛飼養の一応の普及，仔牛

生産地域の拡大，動力耕転機の発達等はデフレ経済と共

に仔牛生産の牧益性を低くする傾向にある。なお一層の

和牛飼養の改善が必要だし，歴吏の法則に従つて和牛飼

養9一部分では・より有利な別の養畜形態に転換するこ

とが考慮されねぱならない場合がおこるであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1955．1．ろ1）
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